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【本機の特徴】 
① A3 対応カラーブックスキャナー 
 
② 高速スキャン 1 秒／ページ 
 
③ 高画質 光学 300dｐｉ対応 
 
④ フットスイッチによる作業のスピードアップ 
 
⑤ 著作権、図書館の利用規定を満たす安心のセキュリティー機能 
 ※ 青山学院大学では BookShot Touch が ILL（Inter library loan）で利用されています。 
 
 
1.トップメニュー 
 
・ モードの選択（コピー USB スキャン）      
① コピーモードは、スキャンした画像をプリンタに印刷する機能です。操作ガイドが画面
に表示されます。機能としては、従来のコピー機と同じですが、印刷する前にスキャ
ンした画像を確認できることが特徴です。このモードでは保存ができないので、著作
権の関係で保存されては困る資料の印刷や、学生用としても利用していただけま
す。 
② USB モードは、スキャンした画像を USB に保存する機能です。操作ガイドが画面に
表示されます。プリンタに印刷はできません。 
 
③スキャンモードは、スキャンした画像をプリンタに印刷したりファイルに保存したりする
機能です。スキャンした画像は、蓄積されて縮小された画像見本（サムネイル）として表
示されます。 
 
2.スキャンモード（自動） 
 ･ 自動切り出し→自動切り出し、画質調整、カラーモードによる変換 
         ※カラーモードは、設定を変えてスキャン可能、後から変更も可能 
 ･ 調整  
〈カラーモードの変更〉 
  カラーとグレイスケールと白黒の変更が可能です。 
 〈画質の調整〉 
  スキャンした画質に対して明るさ、コントラスト、シャープネスが変更できます。 
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 〈フィットサイズ〉 
  メイン画面の画像の表示を等倍表示と全体表示で切り替えられます。 
 〈ページ分割〉 
  単ページ、ページ分割、左ページ、右ページの 4 種類の選択ができます。ページ分割を選択す
ると印刷や保存の際にページが分割された状態になります。左右のいずれかのページを選
択すると、選択した方のページが印刷/保存されます。 
 〈ファイル形式の選択〉 
  保存するファイル形式や保存するページ順を変更します。ファイル形式は JPEG や PDF、PDF
マルチ、TIFF、TIFF マルチなどから選択できます。 
 〈回転〉 
  メイン画面の画像（切り出し後）の表示を 90 度反時計まわりに回転できます。続けて押すと更
に 90 度回転します。 
･ 調整後の画像→アクセプト or 保存 
   画像の調整が終了したら、アクセプトを押して縮小された画像見本（サムネイル）にするか、
保存をします。 
 
2.1 スキャンモード（マニュアル） 
 ･ スキャン範囲の設定（サイズ選択） 
   マニュアルでは、スキャンして切り出す範囲を手動で選択することができます。 
 ･ 傾き補正 
 ･ 切り出しチェック→調整 
 
3.サムネイル操作 
 縮小された画像見本の削除や、順番の入れ替え、挿入等の操作ができます。 
4.フットスイッチ 
 フットスイッチを用いてスキャン作業を行うこともできます。ページをめくりながら作業を進めるこ
ともできます。 
5.コピーモード→印刷モード（保存されない） 
6.USB モード→USB に自動的に保存される 
7.管理機能 
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アイコンの説明 
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 マイクロテックのBookShotドキュメントスキャナープログラムは、厚い書籍なども簡単な操作でスキャニ
ングする事ができます。 
 最新鋭のWindows7 タッチテクノロジーを採用していますのでマウスを使わなくてもスキャニング作業が
効率よくできます。 
 画像の読取りには高性能デジタルカメラを採用していますので高解像度でドキュメントの読取が可能で
す。 
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プログラムの操作  
 本プログラムはスキャニング作業に応じて３つのモードに分かれています。 
 トップメニュで使用するモードを選択します。 
 
・ コピーモード 
 
 スキャンした画像をプリンターに印刷する機能です。 
 スキャンした画像は、保存できません。 
 操作ガイドが画面に表示されます。 
 
・ ＵＳＢモード 
 
 スキャンした画像をUSBに保存する機能です。 
 スキャンした画像は、プリンターに印刷できません。 
 操作ガイドが画面に表示されます。 
 
・ スキャンモード 
 
 スキャンした画像をプリンターに印刷したりファイルに保存する機能です。 
 スキャンした画像は、蓄積されてサムネイルで表示されます。 
 サムネイルは呼び出して拡大表示や印刷する事ができます。 
 スキャンした画像は、サムネイルも含めて全てファイルに保存されます。 
 操作ガイドは表示されません。 
 このモードを使うにはユーザ名とパスワードを入力してログインする必要があります。 
 このモードは管理機能が使用できます。管理機能ではユーザの管理やプリンターの管理などが
行えます。 
 
 トップメニュ  
 目次に戻る 
トップメニュ  
・ 画面レイアウト 
 
 
 
 
  
 コピーモードを開始します。 
 
  
 ＵＳＢモードを開始します。 
 
 
  
 スキャンモードを開始します。 
 
 コピーモード  
 目次に戻る 
コピーモード  
・ 画面レイアウト 
 
 
 
・ 主操作ボタン 
 
  
 画像をスキャンしてメイン画面に表示します。 
 自動切出しモードの時はスキャンした画像に対して次の処理が行われます。 
   ・自動切り出し 
   ・画質調整 
   ・カラーモードによる変換 
 
  
 マニュアル切り出しモードの時は切り出しボタンを押して画像を切り出します。 
 切り出し範囲はマウス操作やタッチ操作で切り出す前に変更ができます。 
 
  
 メイン画面の画像をプリンターに印刷します。 
 印刷する前に用紙サイズを選択しておきます。 
 画像がカラーか白黒(含むグレー)で自動的に出力されるプリンターが選択されます。(カラーと白黒のプリンターが別に定義されている
場合) 
 
 BookShot8000では印刷前に現像処理が行われます。現像するかどうかの質問に対して「はい」を答えると現像してから印刷が行われ
ますので高解像度で印刷されます。 
 「いいえ」を答えるとプレビュー画像が印刷されます。(低解像度で印刷されます)  現像しなくても印刷できるのでプレビュー印刷の場
合はこちらで印刷しても構いません。 
 
  
 トップメニュに戻ります。 
 一連作業が終了した場合やモードを切り替える場合に本ボタンを押します。 
 
・ 副操作ボタン 
 
  
 メイン画面の画像を消去します。 
 消去しないで次の画像をスキャンすると自動的に印刷されるのでスキャンした画像を印刷しないでスキャンし直す場合は画像を消去し
ておきます。 
 
  
 メイン画面の画像の表示を等倍表示または全体表示に切り替えます。 
 等倍表示はスキャンした倍率(最大倍率)で画像の一部を表示します。 
 全体表示は画像全体がメイン画面に収まるように縮小(最小倍率)で画像の全体を表示します。 
 マウスやタッチのズーム操作で画像が拡大縮小には関係なく現在の表示モードは切り替えられます。(例えば全体表示の時にマウス
やタッチ操作で最大倍率にした場合でもこのボタンで等倍表示に切り替えられるので表示倍率は変わりません) 
 
  
 メイン画面の画像(切出し後)の表示を90度反時計まわりに回転します。 
 続けてこのボタンを押す事によってさらに90度反時計まわりに回転します。 
 このボタンを4回(360°)押すと画像は元に戻ります。 
 続けてこのボタンを押す事によってさらに90度反時計まわりに回転します。 
 回転した角度は再スキャンするまで保持されます。切出しモードやカラーモードを変更した場合も変更前に行った回転分の回転を与え
られます。 
 ただし手動切出しを行う画面は回転角度に関係なくスキャンしたままの角度の画像に対して行われます。 
 
  
 スキャンした画像の傾きを補正します。 
 傾き補正操作は手動切出しモード時で切り出しを行う前の画像に対して行えます。 
 
   
 ライブビュー画像の表示/非表示を切り替えます。 
 ライブビュー画像の表示中はスキャンする事はできません。 
 なおBookShot2100の場合はライブビュー画像はメイン画面に画像がない場合は常に表示されます。 
  
・ 設定ボタン 
 
  
 画像の切り出し方を設定します。 
 切り出しモードは、自動切り出しとマニュアル切り出しの２種類がありこのボタンで切り替えられます。 
 マニュアル切り出しに設定されている場合は、スキャンした後に画像の切り出し操作を行ってください。 
 
  
 画像のカラーモードを設定します。 
 カラーモードは、カラー、グレースケール、白黒の３種類がありこのボタンで順番に切り替えられます。 
 画像は最初カラーでスキャンされますがグレーまたは白黒に設定されている場合はこれらに変換されます。 
 
  
 ページモードを設定します。 
 ページモードは、単ページ、ページ分割、左ページ、右ページの４種類がありこのボタンで切り替えられます。 
 ページ分割に設定されている場合は、印刷する時にメイン画面の画像を左右のページに分割して２ページで印刷します。 
 左ページまたは右ページに設定されている場合は、印刷する時にメイン画面の画像を左右のページに分割して指定したページを印刷
します。 
 ページの分割位置はマウスのマウス操作やタッチ操作で印刷する前に変更する事ができます。 
 左ページまたは右ページは印刷されない方のページは反転して表示されます。 
 ページ分割はページ分割線によって左右のページに分けられます。ページ分割線はマウス操作やタッチ操作で変更する事ができま
す。 
 
  
 スキャンした画質を変更します。 
 スキャンした画像に対して明るさ、コントラストおよびシャープネスが変更できます。 
 画質変更ダイアログが表示されマウス操作やタッチ操作でそれぞれの値を変更する事ができます。 
 変更した値は保持され次回のスキャンから自動的にこの値で画質変更が行われます。 
 
  
 印刷用紙サイズや切り出しサイズを変更します。 
 
  
 印刷するページ順を変更します。 
 
  
 カメラの設定を行います。シャッタースピードや絞りの調整やホワイトバランス、キャリブレーションファイル等の設定を変更します。 
 
 ファイルモード  
 目次に戻る 
ＵＳＢモード  
・ 画面レイアウト 
 
 
 
・ 主操作ボタン 
 
  
 画像をスキャンしてメイン画面に表示します。 
 自動切出しモードの時はスキャンした画像に対して次の処理が行われます。 
   ・自動切出し 
   ・画質調整 
   ・カラーモードによる変換 
 
  
 マニュアル切り出しモードの時は切り出しボタンを押して画像を切り出します。 
 切り出し範囲はマウス操作やタッチ操作で切り出す前に変更ができます。 
 
  
 サムネイルの画像およびメイン画面の画像をファイルに保存します。 
 保存する前にファイル形式を選択しておきます。 
 ファイル形式を選択しない場合はPDF形式(マルチページ)で保存されます。 
 保存される場所やファイル名は予め決められているためユーザは保存する度に指定する必要はありません。 
 
 BookShot8000では保存前に現像処理が行われます。現像するかどうかの質問に対して「はい」を答えると現像してから印刷が行われ
ますので高解像度で保存されます。 
 「いいえ」を答えるとプレビュー画像が保存されます。(低解像度のものが保存されます)。 
 
  
 トップメニュに戻ります。 
 一連作業が終了した場合やモードを切り替える場合に本ボタンを押します。 
 
・ 副操作ボタン 
 
  
 メイン画面の画像を消去します。 
 消去しないで次の画像をスキャンすると自動的にファイルに保存されるのでスキャンした画像を保存しないでスキャンし直す場合は画
像を消去しておきます。 
 
  
 メイン画面の画像の表示を等倍表示または全体表示に切り替えます。 
 等倍表示はスキャンした倍率(最大倍率)で画像の一部を表示します。 
 全体表示は画像全体がメイン画面に収まるように縮小(最小倍率)で画像の全体を表示します。 
 マウスやタッチのズーム操作で画像が拡大縮小には関係なく現在の表示モードは切り替えられます。(例えば全体表示の時にマウス
やタッチ操作で最大倍率にした場合でもこのボタンで等倍表示に切り替えられるので表示倍率は変わりません) 
 
  
 メイン画面の画像(切出し後)の表示を90度反時計まわりに回転します。 
 続けてこのボタンを押す事によってさらに90度反時計まわりに回転します。 
 このボタンを4回(360°)押すと画像は元に戻ります。 
 続けてこのボタンを押す事によってさらに90度反時計まわりに回転します。 
 回転した角度は再スキャンするまで保持されます。切出しモードやカラーモードを変更した場合も変更前に行った回転分の回転を与え
られます。 
 ただし手動切出しを行う画面は回転角度に関係なくスキャンしたままの角度の画像に対して行われます。 
 
  
 スキャンした画像の傾きを補正します。 
 傾き補正操作は手動切出しモード時で切り出しを行う前の画像に対して行えます。 
 
   
 ライブビュー画像の表示/非表示を切り替えます。 
 ライブビュー画像の表示中はスキャンする事はできません。 
 なおBookShot2100の場合はライブビュー画像はメイン画面に画像がない場合は常に表示されます。 
  
・ 設定ボタン 
 
  
 画像の切り出し方を設定します。 
 切り出しモードは、自動切り出しとマニュアル切り出しの２種類がありこのボタンで切り替えられます。 
 マニュアル切り出しに設定されている場合は、スキャンした後に画像の切り出し操作を行ってください。 
 
  
 画像のカラーモードを設定します。 
 カラーモードは、カラー、グレースケール、白黒の３種類がありこのボタンで順番に切り替えられます。 
 画像は最初カラーでスキャンされますがグレーまたは白黒に設定されている場合はこれらに変換されます。 
 
  
 ページモードを設定します。 
 ページモードは、単ページ、ページ分割、左ページ、右ページの４種類がありこのボタンで切り替えられます。 
 ページ分割に設定されている場合は、印刷する時にメイン画面の画像を左右のページに分割して２ページで印刷します。 
 左ページまたは右ページに設定されている場合は、印刷する時にメイン画面の画像を左右のページに分割して指定したページを印刷
します。 
 ページの分割位置はマウスのマウス操作やタッチ操作で印刷する前に変更する事ができます。 
 左ページまたは右ページは印刷されない方のページは反転して表示されます。 
 ページ分割はページ分割線によって左右のページに分けられます。ページ分割線はマウス操作やタッチ操作で変更する事ができま
す。 
 
  
 スキャンした画質を変更します。 
 スキャンした画像に対して明るさ、コントラストおよびシャープネスが変更できます。 
 画質変更ダイアログが表示されマウス操作やタッチ操作でそれぞれの値を変更する事ができます。 
 変更した値は保持され次回のスキャンから自動的にこの値で画質変更が行われます。 
 
  
 切り出しサイズやファイル保存時の解像度を変更します。 
 
  
 保存するファイル形式や保存するページ順を変更します。 
 
  
 カメラの設定を行います。シャッタースピードや絞りの調整やホワイトバランス、キャリブレーションファイル等の設定を変更します。 
 
 スキャンモード  
 目次に戻る 
スキャンモード  
・ログイン 
 
 スキャンモードで使用する場合はユーザ名とパスワードを入力してログインする必要があります。 
 
 
 
 ユーザ名とパスワードは本プログラムの管理者機能で予め登録しておく必要があります。 
 
・ 画面レイアウト 
 
 
 
・ 主操作ボタン 
 
  
 画像をスキャンしてメイン画面に表示します。 
 自動切出しモードの時はスキャンした画像に対して次の処理が行われます。 
   ・自動切出し 
   ・画質調整 
   ・カラーモードによる変換 
 
  
 マニュアル切り出しモードの時は切り出しボタンを押して画像を切り出します。 
 切り出し範囲はマウス操作やタッチ操作で切り出す前に変更ができます。 
 
  
 メイン画面の画像をプリンターに印刷します。 
 印刷する前に用紙サイズを選択しておきます。 
 画像がカラーか白黒(含むグレー)で自動的に出力されるプリンターが選択されます。(カラーと白黒のプリンターが別に定義されている
場合) 
 
  
 サムネイルの画像およびメイン画面の画像をファイルに保存します。 
 保存する前にファイル形式を選択しておきます。 
 ファイル形式を選択しない場合はPDF形式(マルチページ)で保存されます。 
 保存される場所やファイル名は予め決めているためユーザは保存する度に指定する必要はありません。 
 
  
 トップメニュに戻ります。 
 一連作業が終了した場合やモードを切り替える場合に本ボタンを押します。 
 
・ 副操作ボタン 
 
  
 メイン画面の画像をサムネイルに保存します。 
 サムネイルに保存するとメイン画面にはライブビュー画像が表示されるため次にスキャンする画面をライブビュー画像で確認する場合
は、このボタンでメイン画面の画像をサムネイルに保存しておきます。 
 
  
 メイン画面の画像を消去します。 
 消去しないで次の画像をスキャンすると自動的にサムネイルに保存されるのでスキャンした画像を保存しないでスキャンし直す場合は
画像を消去しておきます。 
 
  
 メイン画面の画像の表示を等倍表示または全体表示に切り替えます。 
 等倍表示はスキャンした倍率(最大倍率)で画像の一部を表示します。 
 全体表示は画像全体がメイン画面に収まるように縮小(最小倍率)で画像の全体を表示します。 
 マウスやタッチのズーム操作で画像が拡大縮小には関係なく現在の表示モードは切り替えられます。(例えば全体表示の時にマウス
やタッチ操作で最大倍率にした場合でもこのボタンで等倍表示に切り替えられるので表示倍率は変わりません) 
 
  
 メイン画面の画像(切出し後)の表示を90度反時計まわりに回転します。 
 続けてこのボタンを押す事によってさらに90度反時計まわりに回転します。 
 このボタンを4回(360°)押すと画像は元に戻ります。 
 続けてこのボタンを押す事によってさらに90度反時計まわりに回転します。 
 回転した角度は再スキャンするまで保持されます。切出しモードやカラーモードを変更した場合も変更前に行った回転分の回転を与え
られます。 
 ただし手動切出しを行う画面は回転角度に関係なくスキャンしたままの角度の画像に対して行われます。 
 
  
 スキャンした画像の傾きを補正します。 
 傾き補正操作は手動切出しモード時で切り出しを行う前の画像に対して行えます。 
 
   
 ライブビュー画像の表示/非表示を切り替えます。 
 ライブビュー画像の表示中はスキャンする事はできません。 
 なおBookShot2100の場合はライブビュー画像はメイン画面に画像がない場合は常に表示されます。 
 
・ 設定ボタン 
 
  
 画像の切出し方を設定します。 
 切出しモードは、自動切出しと手動切出しの２種類がありこのボタンで切り替えられます。 
 手動切出しに設定されている場合は、スキャンした後に画像の切出し操作を行わなければいけません。 
 
  
 画像のカラーモードを設定します。 
 カラーモードは、カラー、グレースケール、白黒の３種類がありこのボタンで順番に切り替えられます。 
 画像は最初カラーでスキャンされますがグレーまたは白黒に設定されている場合はこれらに変換されます。 
 
  
 ページモードを設定します。 
 ページモードは、単ページ、ページ分割、左ページ、右ページの４種類がありこのボタンで切り替えられます。 
 ページ分割に設定されている場合は、印刷する時にメイン画面の画像を左右のページに分割して２ページで印刷します。 
 左ページまたは右ページに設定されている場合は、印刷する時にメイン画面の画像を左右のページに分割して指定したページを印刷
します。 
 ページの分割位置はマウスのマウス操作やタッチ操作で印刷する前に変更する事ができます。 
 左ページまたは右ページは印刷されない方のページは反転して表示されます。 
 ページ分割はページ分割線によって左右のページに分けられます。ページ分割線はマウス操作やタッチ操作で変更する事ができま
す。 
 
 
  
 スキャンした画質を変更します。 
 スキャンした画像に対して明るさ、コントラストおよびシャープネスが変更できます。 
 画質変更ダイアログが表示されマウス操作やタッチ操作でそれぞれの値を変更する事ができます。 
 変更した値は保持され次回のスキャンから自動的にこの値で画質変更が行われます。 
 
  
 印刷用紙サイズや切り出しサイズやファイル保存時の解像度を変更します。 
 
  
 保存するファイル形式や保存するページ順を変更します。 
 
  
 カメラの設定を行います。シャッタースピードや絞りの調整やホワイトバランス、キャリブレーションファイル等の設定を変更します。 
 
  
 プリンターなどの管理項目を設定します。 
 
 主画面操作  
 目次に戻る 
主画面操作  
・タッチ操作 
 
 
 
 タッチパネルの場合、主画面にスキャンした画像やサムネイル画像が表示されている時に指でタッチして画像
を動かす事ができます。 
 
パーン 
 
 
 主画面をタッチしたまま指を動かすと画像が上下左右にパーンされます。 
 指を動かす速度に応じて慣性を付けてパーンされます。 
 
ズーム 
  
 指を２本画面に付けてその間隔を離したり閉じたりする事によって画像の表示倍率が変化します。 
 指を離すと拡大、閉じると縮小となります。 
 
・マウス操作 
 
パーン 
 マウス左ボタンで主画面をドラッグすると画像が上下左右にパーンされます。 
 ドラッグする速度に応じて慣性を付けてパーンされます。 
 
ズーム 
 指をマウスのホイルを事に回転させるよって画面の表示倍率を変化させます。 
 ホイルを前方向に回転させると拡大、後ろ方向に回転させると縮小となります。 
 
 サムネイル操作  
 目次に戻る 
サムネイル操作  
 スキャンモードの場合、スキャンした画像はサムネイルに保存されるそのサムネイルは操作ボタンやマウス操作で
順序を変えたり主画面にロードして表示させる事ができます。 
 
・操作ボタン 
 
 挿入モード切替 
 サムネイル挿入モードを切り替えます。 
 通常は非挿入モードでスキャンした画像はサムネイルリストの最後に追加されます。 
 挿入モードにするとスキャンした画像はサムネイルリストの途中に挿入されます。 
 挿入場所にはスペースが空けられその位置はマウス操作やカーソルキーで変更できます。 
 
 左入替 
 選択されているサムネイルとその左隣りのサムネイルの順番を入れ替えます。 
 
 右入替 
 選択されているサムネイルとその右隣りのサムネイルの順番を入れ替えます。 
 
 削除 
 選択されているサムネイルを削除します。 
 
 全削除 
 サムネイルの画像を全部消去します。 
 サムネイルの画像はサムネイル操作でひとつづつ消去できますがこのボタンを使うと一度に全てのサムネイルが
消去できます。 
 
 更新 
 サムネイルの画像を更新します。 
 サムネイルの画像は通常は更新する必要はありませんが、他のプログラムとサムネイルフォルダーを共有している
場合などサムネイル画像を最新の状態に更新する事ができます。 
 サムネイルフォルダーを変更する場合もこの機能を使います。「サムネイルフォルダーを変更しますか?」の問いに
対してはいを答えてフォルダーを指定します。 
 
 
 現像 
 選択されているサムネイルを現像します。 
 既に現像されているサムネイルに対しても現像し直す事ができます。 その際には確認メッセージが表示されます
ので「はい」を答えてください。 
 
 全現像 
 サムネイルの画像を全部現像します。 
 サムネイルの画像はサムネイル操作でひとつづつ現像する事ができますがこのボタンを使うと一度に全てのサム
ネイルが現像できます。 
 既に現像されているサムネイルは現像の対象にはなりません。 
 現像されたサムネイルには が付けられます。 
 
 
・マウス(タッチ)操作 
 
スクロール 
 
  マウス操作でサムネイルを左右にドラッグしたりタッチ操作で左右にパーンする事でサムネイルリストを左右にスク
ロールする事ができます。 
 ドラッグや指を動かす速度に応じて慣性を付けてスクロールされます。 
 
選択 
 
 マウス操作でサムネイルをクリックしたりタッチ操作でサムネイルを選択したり選択対処を変更する事ができます。 
 選択されているサムネイルは削除や順番の変更の対象となります。 
 
ロード 
  
 選択したサムネイルをタッチしながら主画面に移動したりマウスで主画面にドラッグアンドドロップする事によってそ
の画像を主画面にロードする事ができます。 
 ただし主画面にはスキャンした画像や他のサムネイル画像が表示されている場合はこの操作はできません。 
 ロードされた画像は表示倍率を変えたりパーンする事ができますが画質の変更や回転等の編集作業は行えませ
ん。 
 ロードしたサムネイルは印刷対象となります。 
 ロードしたサムネイルを戻す時はサムネイル保存ボタンを押します。 
 
 
 二本の指でタッチしたりマウスでダブルクリックする事によってもその画像を主画面にロードする事ができます。 
 
・キーポード操作 
 
Insert 
 挿入モード切替ボタンと同じ動作です。 
 
PageUp 
 選択されているサムネイルを主画面にロードします。 
 
PageDown 
 サムネイル保存ボタンと同じ動作です。 
 
Home 
 先頭のサムネイルを選択します。 
 挿入モードの時は挿入場所を先頭に移動します。 
 
End 
 最後のサムネイルを選択します。 
 挿入モードの時は挿入場所を最後のサムネイルの前に移動します。 
 
←/→ 
 サムネイルの選択を左右に変更します。（入替は行いません） 
 挿入モードの時は挿入場所を左右に移動します。 
 
Delete 
 削除ボタンと同じ動作です。 
 
 切出し操作  
 目次に戻る 
切り出し操作  
 マニュアル切出しの場合切り出し領域を決定する前に切り出し領域をマウス(タッチ)操作またはキーボード操作
で変更する事ができます。 
 
・マウス(タッチ)操作 
 
切り出し領域定義 
 
 
 切り出し領域をマウス操作で定義します。 
 定義したい領域の左上の位置でマウスの左ボタンを押してそのまま領域の右下までドラッグします。 
 全体表示の時にのみこの操作ができます。 
 画像が拡大されていたり等倍表示されている場合はパーン操作となります。 
 既に切り出し領域が定義されていても切出し領域の外でこの操作を行えば切り出し領域が定義し直す事がで
きます。 
 なおこの場合も画像の表示モードを全体表示にしておく必要があります。 
 
切り出し領域移動 
  
 切り出し領域の内側をドラッグする事によって領域全体を移動する事ができます。 
 切り出し領域が表示領域の端に到達した場合は画面がスクロールします。 
 領域の縦または横の長さが表示領域を越えた場合、領域は移動されずにこの操作でスクロールのみが行われ
ます。 
 切出し領域を移動させたい場合は画像の表示倍率を小さくしたり全体表示に切り替えて切出し領域の表示枠
が表示領域内になるようにしておく必要があります。 
 
領域の大きさ変更 
 
 
 切り出し領域の四隅をドラッグする事によって領域の大きさを変更できます。 
 ドラックしている頂点が表示領域の端に到達した場合は画面がスクロールします。 
 
・キーポード操作 
 Left/Right/Up/Down 
 領域を１ドットづつ移動したり大きさを変えたりする事ができます。 直前のマウス操作で行った動作と同じ動作
をします。 
 例えばマウス操作で領域の左上の頂点を操作していたらその頂点を1ドット上下左右に動かして領域の大きさ
を変えます。 
 キーを長押しすると連続してキーが入力される事になり押されている間、領域は動き続けます。 
 
 傾き補正操作  
 目次に戻る 
傾き補正操作  
 傾き補正ボタンを押すと傾き補正ガイド(赤い線)が画面に表示されます。 
 
・マウス(タッチ)操作 
 
 傾き補正ガイドの両端をマウス(タッチ)操作またはキーボード操作でドラッグして水平または垂直にしたい部分
に合わせます。 
 
 
 
 再び傾き補正ボタンを押すとガイドの傾き角度により画像が回転します。 
 ガイドを合わせた部分が水平になります。 
 
 
 
 回転により白い余白ができますので切り出し処理により余白をカットしてください。 
 ガイドが水平に近いか垂直に近いで水平と垂直のどちらに補正するか判断します。 
 
・キーポード操作 
 
Left/Right/Up/Down 
 傾き補正ガイドは１ドットづつ移動したり大きさを変えたりする事ができます。 
 直前のマウス操作で行った動作と同じ動作をします。 
 例えばマウス操作で右端を操作していたら右端を1ドット上下左右に動かしてガイドの傾きをを変えます。 
 キーを長押しすると連続してキーが入力される事になり押されている間、ガイドは動き続けます。 
 
 ページ分割線操作  
 目次に戻る 
ページ分割線操作  
 ページ分割モードの時はページ分割線をマウス(タッチ)操作で変更する事ができます。 
・マウス(タッチ)操作 
 
ページ分割線移動 
 
 
 表示されているページ分割線をドラッグする事によって左右に移動する事ができます。 
 同様の操作はタッチ操作でもできます。分割線を指で押さえて左右に動かします。 
 
 画質設定  
 目次に戻る 
画質設定  
・ 画質設定ダイアログ 
 
 
 
 スキャンした画像をこの設定に従って画質を変更します。 
 次回のスキャンから設定した画質に自動的に変換されます。 
 画質設定は画質設定ダイアログを操作して行います。 
 画質設定は画質設定ダイアログは操作して画像をスキャンしてから画質設定ボタンを押すと表
示されます。 
 
 明るさ 
 画像の明度を変更します。 
 －５０～＋５０の範囲で変更できます。 
 
 コントラスト 
 画像のコントラストを変更します。 
 －５０～＋５０の範囲で変更できます。 
 
 シャープネス 
 画像のシャープネスを変更します。 
 ０～１０の範囲で変更できます。 
 
 二値化しきい値 
 白黒に変換する時のしきい値を変更します。 カラーモードが白黒以外の場合はこの値を変更し
ても画質は変わりません。 
 ０～２５５の範囲で変更できます。 
 
 スライダー操作 
 各項目の をマウスのドラッグやタッチ操作で左右に動かして値を変更します。 
 
 －ボタン操作 
 各項目のスライダーの端のこのボタンを押す事によって1/10刻みに値が減少します。 
 
 ＋ボタン操作 
 各項目のスライダーの端のこのボタンを押す事によって1/10刻みに値が増加します。 
 
 リセットボタン 
 各項目の値を０にリセットします。０の項目に関しては画質変換は行われません。 
 
 キャンセルボタン 
 設定した値を元に戻してダイアログを閉じます。メイン画面は元のまま変化はありません。 
 
 ＯＫボタン 
 設定した値で画質を変更してダイアログを閉じます。メイン画面は変更された画質のものが表示
されます。次回のスキャンから設定した画質に自動的に変換されます。 
 
 印刷サイズ設定  
 目次に戻る 
印刷サイズ設定  
・ 印刷サイズ設定ダイアログ 
 
 
 
 ラジオボタンをマウスでクリックしたり指でタッチして切り替えます。 
 項目を選択すると が に変化します。 
印刷サイズ 
 印刷する時に設定した印刷サイズの用紙に印刷されます。 
 用紙のトレイがない場合はラジオボタンが表示されずに選択できません。 
 
Ａ３～Ｂ５ 
 選択したトレイの用紙に印刷されます。 
 
手差し 
 手差しトレイの用紙に印刷されます。 
 用紙サイズは手差しトレイに割り当てられている用紙サイズになります。 
 
解像度 
 ファイルを保存する時の解像度を指定します。 
 
等倍 
 スキャンしたままの倍率で保存されます。 
 
７２ｄｐｉ～４００ｄｐｉ 
 カメラの解像度に対する倍率で縮小または拡大して保存されます。 
 
切り出しサイズ 
 切り出しサイズを指定すると指定したサイズに応じた切り出し領域が表示されます。 
 
Ａ４タテ～Ｂ５タテ 
 指定した用紙サイズの縦長の切り出し領域となります。Ａ３タテとＢ４タテは選択できません。 
 
Ａ３ヨコ～Ｂ５ヨコ 
 指定した用紙サイズの横長の切り出し領域となります。 
 
ピクセル指定 
指定したピクセル数の切り出し領域となります。 
切り出しサイズ指定ダイアログが表示されますので縦横のピクセル数をキーボードで入力します。 
 
  
 選択用紙サイズをディフォルト(Ａ４)にします。 
 解像度をディフォルト(等倍)にします。 
 切り出しサイズをディフォルト(Ａ４タテ)にします。 
 
  
 設定を元に戻してダイアログを閉じます。 
 
  
 設定した値を有効にしてダイアログを閉じます。この用紙サイズで印刷されるようになります。 
 ファイルの保存時には設定した解像度で保存されるようになります。 
 切り出し領域が設定したサイズに変更されます。 
 
 ファイル形式設定  
 目次に戻る 
ファイル形式設定  
・ ファイル形式設定ダイアログ 
 
 
 
 ラジオボタンをマウスでクリックしたり指でタッチして切り替えます。 
 項目を選択すると が に変化します。 
ファイル形式 
 ファイル保存する時に設定したファイル形式で保存されます。 
 
ＪＰＥＧ 
 ＪＰＥＧ形式の画像に保存されます。 
 保存する画像が複数ある場合は別のＪＰＥＧファイルとして保存されます。 
 
ＰＤＦ 
 ＰＤＦ文書の画像としてに保存されます。 
 保存する画像が複数ある場合は別のＰＤＦファイルとして保存されます。 
 
ＰＤＦ(マルチ) 
 ＰＤＦ文書の画像としてに保存されます。 
 保存する画像が複数ある場合は同一のＰＤＦファイルにページを分けて保存されます。 
 ファイルモードの場合、ひとつのＰＤＦファイルにスキャンした画像を追加していきます。 
 
ＲＡＷファイル   
 ＲＡＷファイルがそのまま保存されます。 拡張子は.mosとなります。 
 他の現像ソフトウェアで現像する場合等に用います。 なおホワイトバランスやその他の画質設定は出力されませんので出力し
たRAWファイルに対して設定し直す必要があります。 
 
ＴＩＦＦ(非圧縮) 
 非圧縮でＴＩＦＦ形式の画像に保存されます。 
 保存する画像が複数ある場合は別のＴＩＦＦファイルとして保存されます。 
 
ＴＩＦＦ(Ｇ４圧縮) 
 Ｇ４圧縮されてＴＩＦＦ形式の画像に保存されます。 
 カラー画像の場合白黒に変換されて保存されます。 
 保存する画像が複数ある場合は別のＴＩＦＦファイルとして保存されます。 
 
ＴＩＦＦ(ＬＺＷL圧縮) 
 ＬＺＷ圧縮されてＴＩＦＦ形式の画像に保存されます。 
 保存する画像が複数ある場合は別のＴＩＦＦファイルとして保存されます。 
 
ＴＩＦＦ(Ｇ４圧縮、マルチ) 
 Ｇ４圧縮されてＴＩＦＦ形式の画像に保存されます。 
 カラー画像の場合白黒に変換されて保存されます。 
 保存する画像が複数ある場合は同一のＴＩＦＦファイルにページを分けて保存されます。 
 ファイルモードの場合、ひとつのＴＩＦＦファイルにスキャンした画像を追加していきます。 
ページ順 
 ページ分割されたファイルを保存または印刷する順序を指定します。 
 
左ページから 
 ページ分割されたファイルを保存する時に左ページから保存されます。 
 印刷時には左ページから印刷されます。 
 
右ページから 
 ページ分割されたファイルを保存する時に右ページから保存されます。 
 印刷時には右ページから印刷されます。 
 
  
 ファイル形式をJPEG(コピーモード)またはPDFマルチ(スキャンモード)にします。 
 ページ順をディフォルト(左ページから)にします。 
 
  
 設定を元に戻してダイアログを閉じます。 
 
  
 設定した値を有効にしてダイアログを閉じます。ファイル保存でこのファイル形式とページ順で保存されるようになります。 
 
 カメラ設定  
 目次に戻る 
カメラ設定  
・ カメラ設定ダイアログ 
 
 
 
 
 
AEモード 
 カメラのAEモードが表示されます。カメラのモード切り替えダイアルに従い表示されます。本プロ
グラムからは変更できません。 
 
シャッタースピード 
 カメラのシャッタースピードをプルダウンリストから選択して変更する事ができます。 
 シャッタースピードが変更できるのはAEモードがマニュアル(M)またはシャッタースピード優先
(Tv)の時のみです。 
 
絞り 
 カメラの絞りをプルダウンリストから選択して変更する事ができます。 
 絞りが変更できるのはAEモードがマニュアル(M)または絞り優先(Av)の時のみです。 
 
ISO 
 カメラのISO感度をプルダウンリストから選択して変更する事ができます。 
 ISO感度が変更できるのはAEモードが自動深度優先(A-DEP)、マニュアル(M)、絞り優先(Av)、シ
ャッタースピード優先(Tv)またはプログラム(P)の時のみです。 
 
ホワイトバランス 
 カメラのホワイトバランスをプルダウンリストから選択して変更する事ができます。 
 ホワイトバランスが変更できるのはAEモードが自動深度優先(A-DEP)、マニュアル(M)、絞り優先
(Av)、シャッタースピード優先(Tv)またはプログラム(P)の時のみです。 
 
フォーカス制御 
 カメラのフォーカスをボタンで制御する事ができます。 
 右矢印と左矢印ボタンで前後にフォーカスを動かす事ができます。矢印の数が多いほどフォーカ
スが大きく動きます。 
  
 
 
 
シャッタースピード 
 カメラのシャッタースピードをプルダウンリストから選択して変更する事ができます。 
 
絞り 
 カメラの絞りをプルダウンリストから選択して変更する事ができます。 
 
ISO 
 カメラのISO感度をプルダウンリストから選択して変更する事ができます。 
 
キャリブレーション 
 レンズの周辺光量低下や色かぶりを補正するキャリブレーションファイルの撮影や設定を行いま
す。 
 スケール調整ボタンを押すとキャリブレーションダイアログが表示されます。 
 
 
 
 撮影/保存 
  キャリブレーション用の画像を撮影します。 
 
  撮影が成功するとファイル保存ダイアログが表示されます。  保存先フォルダーおよびファイ
ル名を指定してください。  拡張子は.mosとなります。 
  このキャリブレーションファイルを有効にするためにはカメラを再接続する必要があります。再
接続するかどうかの質問に対して「はい」を答えます。 
  次回のカメラ接続時にもこのキャリブレーションファイルが設定されます。 
 
 ファイル設定 
  ファイルダイアログが表示されますのでキャリブレーションファイル(拡張子は.mos)を設定しま
す。 
  キャリブレーションファイルは、本ダイアログの撮影/保存ボタンで保存したファイルまたは既存
のRAWファイル(.mos)を指定します。  このキャリブレーションファイルを有効にするためにはカメ
ラを再接続する必要があります。再接続するかどうかの質問に対して「はい」を答えます。 
  次回のカメラ接続時にもこのキャリブレーションファイルが設定されます。 
 
 解除 
  キャリブレーションファイルの設定を解除してカメラ本体のキャリブレーションが使用されます。 
  キャリブレーションの解除を有効にするためにはカメラを再接続する必要があります。再接続
するかどうかの質問に対して「はい」を答えます。 
  次回のカメラ接続時にもキャリブレーションファイルは設定されなくなります。 
 
 光量補正 
  レンズの特性により周辺部の光量が低下するためその補正率を設定します。 
 
ホワイトバランス 
 設定ボタンを押すとメイン画面に カーソルが現れます。マウスで白い部分にカーソルを移動し
てクリックします。 
 クリックした部分が白くなるようにホワイトバランスが調整されます。 
 設定したホワイトバランスは次回のスキャンからも有効になり自動的にホワイトバランスが調整
されます。(スキャンモードは再起動後も継続されます) 
 
 解除ボタンを押すと設定中のホワイトバランスが解除されホワイトバランスの調整は行われなく
なります。 
 ホワイトバランスの調整が行われない状態のプレビュー画像が表示されますのでよろしければ
「はい」を答えてください。 
 「いいえ」を答えるとホワイトバランスの調整が行われて以前の状態に戻ります。 
 
フォーカスレベル表示 
 この項目をチェックするとライブビュー画像の中央部にフォーカスレベルを表すインジケータが表
示されます。 
 
  
 外側の枠内の画像でカメラのフォーカス値(ピントの合い具合)を測定します。 
 内側のバーは数値化したものをグラフで表しています。この値が最も大きくなるようにフォーカス
を調整してください。 
 測定開始から一番高い値を縦線で表していますのでなるべくこの線に近づけるようにしてくださ
い。 
 チェックを外すとフォーカスレベルの表示は行われません。フォーカス値の測定にPCの負荷が
かかりますのでレベル表示の必要ない時はなるべくチェックを外してください。 
 
スケール調整 
 スケール調整ボタンを押すとスケール調整用の枠がキャプチャーした画像に表示されます。この
枠と画像を比較する事により正しい大きさでキャプチャーされているか調べる事ができます。 
 スケール調整用の枠はマウスでドラッグする事ができますので画像と比較しやすい位置に移動
できます。 
 スケール調整ボタンを押すとスケール調整ダイアログも同時に表示されます。 
 
 
 
 解像度 
  カメラの解像度を選択します。 
  BookShot2100では変更できません。 
 
 単位 
  スケール幅とスケール高さの単位を選択します。 
 
 スケール幅 
  スケール枠の幅を指定します。 
 
 スケール高さ 
  スケール枠の高さを指定します。 
 
 縦横比固定 
  スケール枠の縦横比を保ちます。チェックするとスケール幅またはスケール高さを変更すると
他方の値が自動的に変更されカメラの縦横比と同じになります。 
 
 
 管理機能  
 目次に戻る 
管理機能  
・ 管理項目ダイアログ 
 
 
 管理機能を使ってプリンターの設定やスキャンモードが使えるユーザの登録が行えます。 
 管理機能はスキャンモードで起動した時のみ使用できます。 
 次回のスキャンから設定した画質に自動的に変換されます。 
 管理機能は管理項目ダイアログを操作して行います。 
 管理項目ダイアログはスキャンモードの起動画面で管理ボタンを押すと表示されます。 
 
・ ユーザ登録 
 
 
 
 スキャンモードが使えるユーザの登録を行います。 
 ユーザ登録はユーザ登録ダイアログを操作して行います。 
 ユーザ登録ダイアログは管理項目ダイアログのユーザ登録ボタンを押すと表示されます。 
 
ユーザ名 
 登録するユーザ名をキーボードで入力します。 
 ユーザ名には漢字や半角カタカナも使用できます。 
 ただしファイル名で許されない文字を使用した場合は登録時にエラーとなります。 
 
パスワード 
 ユーザのパスワードをキーボードで入力します。 
 パスワードは半角英数字のみが使用できます。 
 英字の大文字と小文字は区別されます。 
 これ以外の文字を使用した場合は登録時にエラーとなります。 
 
パスワード確認 
 パスワードで入力したものをキーボードで入力します。 
 パスワードと一致しない場合は登録時にエラーとなります。 
 
Cancelボタン 
 ユーザ登録をしないでダイアログを閉じます。 
 
ＯＫボタン 
 入力した値でユーザ登録を行いダイアログを閉じます。 
 既に同じユーザ名で登録されている場合はエラーとなり登録されません。 
 
・ プリンターの設定 
 
 
 
 プリンターの設定を行います。 
 プリンターの設定はプリンターの設定ダイアログを操作して行います。 
 プリンターの設定ダイアログは管理項目ダイアログのプリンターの設定ボタンを押すと表示されます。 
 カラー印刷時のプリンターは画像がカラーの時に使われるプリンターで白黒印刷のプリンターは画像が白黒(グ
レー)の時に使われるプリンターです。 
 定義されているプリンターはチェックされています。 
 カラーと白黒の両方兼用の場合はどちらかを定義しておけば印刷時にそのプリンターが使わます。 
 
・ ショートカットキーの設定 
 
 
  BookShotの各機能がショートカットキーで行えるように設定する事ができます。 
 アクションのプルダウンリストからショートカットキーを割り付ける機能を選択します。 
 割り付けるキーをプルダウンリストから選択します。 割付可能なキーはF1～F12およびA～Zです。 
 コントロールキーとシフトキーを併用するのであればそれぞれにチェックを付けます。 
 なお他のアクションに同一のショートカットキーが割り付けられている場合はエラーとなって登録できません。 
 登録は登録ボタンを押して行いますが、続けて他のシュートカットキーを定義する場合はアクションのプルダウン
リストの切り替え時に登録が行われます。 
 
プリンター情報の作成 
 チェックしていない項目をチェックすると次のダイアログが表示されます。 
 「このサイズを印刷するプリンター情報を作成しますか」 
 この問いにはいを答えると通常のプリンター設定ダイアログが表示されます。 
 プリンター名や用紙サイズ、用紙の種類等を設定します。 
 なお用紙の向きは印刷時に本プログラムが決定するのでここでは縦のままで構いません。 
 
プリンター情報の変更 
 チェックされている項目をチェックすると次のダイアログが表示されます。 
 「このサイズを印刷するプリンター情報を削除しますか？いいえを答えるとプリンター情報を変更できます」 
 この問いにいいえを答えると通常のプリンター設定ダイアログが表示されます。 
 この設定ダイアログには既に設定されている値が入っているので必要に応じて変更します。 
 
プリンター情報の削除 
 チェックされている項目をチェックすると次のダイアログが表示されます。 
 「このサイズを印刷するプリンター情報を削除しますか？いいえを答えるとプリンター情報を変更できます」 
 この問いにはいを答えるとそのプリンター情報が削除されチェックは外されます。 
 
・ ＪＯＢファイルの管理 
 
 ＪＯＢファイルとは画質変更などの設定値をファイルに書き込んでおき必要に応じて呼び出して本プログラムをそ
の設定値で使用するためのファイルです。 
 スキャンモードでは設定した値が保持されて次回の使用時にもその設定値からスタートするがこの機能を使えば
ＪＯＢファイルとはを保存した設定値に戻す事ができます。 
 ＪＯＢファイルに書き込まれる設定値には次のものがあります。 
 
   出力フォルダー名 
   出力ファイル名 
   連番桁数 
   連番開始番号 
   切出しモード設定 
   カラーモード設定 
   ページ分割設定 
   ページ分割線設定 
   切出し領域設定 
   印刷サイズ設定 
   ファイル設定 
 
ＪＯＢファイル読込 
 保存したＪＯＢファイルを読み込み読み込んだ値に設定を変更します。 
 ＪＯＢファイルの読み込みはファイルダイアログで読み込むＪＯＢファイルを指定して行います。 
 ファイルダイアログは管理項目ダイアログのＪＯＢファイル読込ボタンを押すと表示されます。 
 
ＪＯＢファイル保存 
 現在の設定値をＪＯＢファイルに保存します。 
 ＪＯＢファイルの保存はファイルダイアログで保存するＪＯＢファイルを指定して行います。 
 ファイルダイアログは管理項目ダイアログのＪＯＢファイル保存ボタンを押すと表示されます。 
 
・ テンプレートファイルの管理 
 
 テンプレーファイルとは手動切出しの切出し領域のデータをファイルに書き込んでおき必要に応じて呼び出して
その切出し領域使用するためのファイルです。 
 スキャンモードでは設定した切出し領域のデータが保持されて次回の使用時にもその切出し領域にセットされま
すがこの機能を使えば保存した切出し領域に戻す事ができます。 
 
切り出し領域読込 
 保存したテンプレートファイルを読み込み読み込んだ切出し領域に変更します。 
 テンプレートファイルの読み込みはファイルダイアログで読み込むテンプレートファイルを指定して行います。 
 ファイルダイアログは管理項目ダイアログのテンプレート読込ボタンを押すと表示されます。 
 
切り出し領域保存 
 現在の切出し領域のデータをテンプレートファイルに保存します。 
 テンプレートファイルの保存はファイルダイアログで保存するテンプレートファイルを指定して行います。 
 ファイルダイアログは管理項目ダイアログのテンプレート保存ボタンを押すと表示されます。 
 
・ スキャンモード設定 
 
 スキャンモードの時に使用する値を設定します。 
 
出力フォルダー名 
 スキャンモードのファイル出力でファイルが出力されるフォルダーを設定します。 
 フォルダーはキーボードから出力フォルダー名に直接フォルダーパスを入力するかフォルダーダイアログでフォ
ルダーを指定して行います。 
 フォルダダイアログは管理項目ダイアログの出力フォルダー名の右下の参照ボタンを押すと表示されます。 
 
出力ファイル名 
 スキャンモードのファイル出力で出力されるファイル名を設定します。 
 ファイル名はキーボードから拡張子なしのファイル名を入力します。 
 
連番桁数 
 サムネイルに表示される番号およびファイル出力される際にファイル名に付けられる番号の桁数をプルダウンリ
ストから選んで指定します。 
 なお出力するファイル形式がマルチページの場合はファイル名に付けられる番号は付けられないのでこの設定
は反映されません。 
 
連番開始番号 
 サムネイルに表示される番号およびファイル出力される際にファイル名に付けられる番号の開始番号をキーボ
ートで入力して指定します。 
 なお出力するファイル形式がマルチページの場合はファイル名に付けられる番号は付けられないのでこの設定
は反映されません。 
 
保存後サムネイルをクリアする 
 チェックしておくと保存が終了した時に溜まっていたサムネイルが自動的にクリアされます。 
 
・ ファイルモード設定 
 ファイルモードの時に使用する値を設定します。 
 
ＵＳＢドライブ 
 ファイル保存で書き込むＵＳＢメモリのドライブをプルダウンリストから選んで指定します。 
 
・ Ｗｉｎｄｏｗｓ操作 
 本プログラムを使用中にＷｉｎｄｏｗｓの操作を行う事ができます。 
 
最小化 
 本プログラムの画面を最小化してＷｉｎｄｏｗｓのディスクトップ画面を表示します。 
 また本プログラムに戻る時はディスクトップ画面の下部のツールバーフから本プログラムを選択します。 
 
プログラム終了 
 本プログラムを終了してＷｉｎｄｏｗｓに戻ります。 
 スキャンした画像はサムネイルに保存され溜まったサムネイルは全て保存され終了します。 
 通常にスキャンモードを終了した時と同じようにそれまで設定した値は次回のスキャンモードに反映されます。 
 
・ 保存番号 
 
 保存番号はファイルを保存する度にカウントアップされます。 
 保存番号をファイル名に付けるをチェックしておくと出力ファイル名にこの番号が付けられて保存されますので既
に出力済みのファイルを上書きされる事はありません。 
 リセットボタンを押すと保存番号がリセットされます。 
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■e-DDS などの文献複写や資料のデジタル化に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A3対応カラーブックスキャナ 
BookShot  3600 TM 
製造元 株式会社 マイクロテック ／ 販売代理店 極東書店 
表示
 
・マルチタッチ対応(拡大／移動) 
・サムネイル表示(挿入／順番入替／削除) 
・アプリケーション自動起動 
Action
 
・スキャン 
・切り出し check (連続スキャン時、省略可) 
・アクセプト(連続スキャン時、省略可) 
・ファイル保存 
・プリントアウト 
・削除(1 ファイル削除／全ファイル削除) 
・ホーム(コピー／USB／スキャンモード画面へ) 
Function
 
・カラーモード切替(カラー／グレー／2 値) 
・左右ページ切出し（選択も可） 
・全体表示⇔100％表示 
・Auto 切出し(自動傾き補正／自動切出し) 
・Manual 切出し(Free Draw) 
・指定サイズ(A3/A4/A5/B4/B5/pixel 指定) 
・画像補正(明るさ／コントラスト／輪郭強調) 
・回転 
・傾き補正 
・管理者パスワード設定 
・ジョブ情報登録／読み込み 
・リネーム 
･（BookShot3600 新機能）ショートカット一覧管理 
・（BookShot3600 新機能）ユーザーホワイトバランス設定 
・（BookShot3600 新機能）サムネイルイメージ単一保存 
■原稿上向きデスクトップブックスキャナー 
■ガラス押さえにより綴じ部まで鮮明に 
■切り出しが自由に設定可能 
ブックスキャナ“BookShot”シリーズに高速 400dpi モデルが登場 
       BookShot3600 (400dpi モデル) 標準価格：\1,995,000(税込) 
BookShot2100 (300dpi モデル) 標準価格：\1,764,000(税込) 
※本体価格とは別に「搬入・据付調整費」¥105,000 と「教育費」¥21,000 を申し受けます。 
 
モニター画面での 
チェックによりスキャン
での失敗を防ぎます 
座ったままでの作業が 
可能です。原稿ガラス
押さえやフットスイッチ
も標準装備です 
1 ショット撮影により 
スキャニング 1 秒の 
高速スピードを実現 
BookShot シリーズの操作性はそのままに 
さらに高品質な画像へのご要望にお応えします 
 
 
 
 
   
ILL や e-DDS などの文献複写に最適 
原稿を傷めず高速スキャンで作業時間を短縮 
 
 
 
 
 
 
 
 
BookShot3600 仕様 
高速スキャン 
1 秒／ページ 
ダイレクト 
USB 保存 
カラーモード 
切替 
ワンタッチ 
画質補正 
センサー 36Mpixel CMOSセンサー（7,360×4,912：36Mピクセル）
出力解像度 Original／72／200／300／400dpi
階調 フルカラー／グレー／2値
読取サイズ 最大316mm×475mm（A3より一回り大）
読取速度 1秒 (原稿ハンドリング、画像プロセスを除く）
最大原稿背厚 5ｃｍ
光源 LED
本体寸法 520（W）×543（D）×954（H）mm
重量 約30kg
原稿台フリースペース 手前、左右
インターフェース USB3.0（またはUSB2.0)
ファイル形式 JPEG／TIFF非圧縮／TIFFG4（シングル・マルチ）／PDF（シングル・マルチ）
PC推奨スペック CPU:Intel Core2Quad 2.8GB／OS:Windows7 Proffessonal／RAM:4.0GB／HDD:100MB空／VideoCard:128MB 以上
電源容量 2.4A
 
 株式会社 極 東 書 店 
〒101-8672 東京都千代田区神田神保町 2-12 安富ビル 
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本ののどの部分に影を 
作らずきれいにスキャン
することが可能です 
■リアルタイムモニターにてミススキャン防止 
■フットスイッチ標準装備で座ったままの作業を可能
にします 
■原稿ガラス押えキットも標準装備になります 
文献複写 電子化 複写サービス
利用
シーン
ILLやe-DDSなどの文献複写
に利用されている。特にコ
ピー機では複写が困難な厚
みのある資料、大判資料、
貴重資料などの複写を行う
際に使用されるケースが多
い。
資料のWEB公開や劣化資料の
デジタル化を行う際に利用さ
れている。従来、電子化は業
者への委託で行うケースが多
かったがブックスキャナで簡
単に行えるようになったため
大学側で購入して利用する
ケースが増えている。
図書館利用者向けに複写
サービスの機器として使わ
れている。国内での事例は
まだ少ないが、図書館に特
化したサービスとしてブッ
クコピー機という呼び名で
世界的な利用が広がってい
る。
メリット
・原稿を傷めない
・作業時間短縮
・本ののどの部分に影が出
来ない
・大判資料対応
・ミスコピーが少ない
・原稿を傷めない
・作業時間短縮
・本ののどの部分に影が出来
ない
・大判資料対応
・簡単操作
・原稿を傷めない
・作業時間短縮
・本ののどの部分に影が出
来ない
・大判資料対応
・ミスコピーが少ない
利用者 ・図書館職員 ・研究員・アルバイトスタッフ
・図書館利用者
事例校
・東京大学図書館
・青山学院大学図書館
・東京農業大学図書館、他
・琉球大学図書館
・学習院大学東洋文化研究所
・実践女子大学図書館、他
・国士舘大学図書館
・武蔵野音楽大学図書館
・成城大学図書館、他
